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「
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

学
院
長 

小
野
塚 

雅
信 

 

日
暮
れ
が
早
く
な
り
つ
つ
も
日
中
の
暑
さ
か
ら
は
、
秋
の
到
来
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
は
た
ま
た

長
く
続
い
た
夏
の
終
わ
り
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
季
節
を
表
す
言
葉
選
び
に
も
迷
う
日
々
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
四
季
の
移
ろ
い
の
な
か
、
本
日
か
ら
後
期
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

前
期
は
、
新
た
な
環
境
や
人
間
関
係
に
慣
れ
な
が
ら
日
常
の
課
題
に
こ
つ
こ
つ
と
取
り
組

む
、
言
わ
ば
種
ま
き
期
間
と
据
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
後
期
は
、
そ
の
種
が
花
を
咲
か

せ
る
、
つ
ま
り
実
践
を
通
し
て
今
ま
で
の
経
験
や
努
力
を
確
固
た
る
力
へ
と
変
え
る
学
期
に
な

り
ま
す
。
で
す
の
で
、
色
鮮
や
か
に
咲
い
た
大
輪
の
花
を
想
像
し
な
が
ら
諸
々
の
活
動
に
励
ん

で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
日
々
の
学
校
生
活
を
大
切
に
し
、
そ
の
上
で
色
々
な

行
事
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一･

二
年
生
は
早
速
来
週
か
ら
宿
泊
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

今
月
下
旬
に
は
体
育
祭
が
、
そ
し
て
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
文
化
祭
も
行
わ
れ
ま
す
。
ど
の
行
事

も
皆
さ
ん
の
成
長
へ
と
繋
が
る
機
会
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
後
期
は
大
き
な
行
事
が
続
き
ま
す
の
で
、
常
に
こ
こ
ろ
に
余
裕
を
持
た
せ
る
事
が
必

要
で
す
。
「
忙
中
閑
あ
り(

ぼ
う
ち
ゅ
う
か
ん
あ
り)

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
忙
中
と
は

と
て
も
忙
し
い
最
中
と
い
う
意
味
で
、
閑
と
は
暇
や
休
憩
を
指
し
ま
す
。
「
ど
ん
な
に
忙
し
い

中
に
も
、
わ
ず
か
な
暇
や
一
息
つ
け
る
時
間
は
あ
る
も
の
だ
。
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

慌
た
だ
し
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
的
に
自
身
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
確
認
す
る
時
間
を
設
け

ま
し
ょ
う
。
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
、
周
囲
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
、
忙
し
い
、
大
変
だ
、

と
い
っ
た
言
葉
に
、
知
ら
ぬ
間
に
自
分
の
こ
こ
ろ
も
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
事
に
気
付

き
、
余
裕
を
取
り
戻
せ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
行
事
に
不
安
を
抱
え
る
人
は
、
結
果
的
に
参
加

出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
参
加
に
つ
い
て
悩
ん
だ
事
が
一
歩
前
進
で
す
。
不
安
な
内
容
や
理

由
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
程
、
出
口
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

全
員
に
と
っ
て
、
出
来
る
事
が
確
実
に
増
え
る
半
年
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
信
を
持
っ
て

歩
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
躍
動
す
る
姿
、
奮
闘
す
る
様
子
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
、
前
期
の
学
院
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
後
期
は
行
事
の
日
程
変
更
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
全
て
の
機

会
を
お
子
様
の
更
な
る
成
長
に
繋
げ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
後
期
も
引
き
続
き
、
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

十
月 六

日 
 

 

後
期
始
業
式 

九
日
～
十
一
日 

 
 

 
 

 

一
年  

林
間
学
校 

十
二
日
・
十
三
日 

 
 

 
 

 

二
年  

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

十
八
日  

  

一
・
二
年  

進
路
説
明
会 

 
 

 
 

 

三
年  

体
育 

二
十
日 

 

漢
字
検
定(

放
課
後) 

二
十
一
日 

公
開
授
業
日 

二
十
六
日 

体
育
祭 

二
十
七
日 

公
開
授
業
日
代
休 

二
十
八
日 

三
年  

模
擬
試
験(

希
望
者) 

 

※
六
日
～
三
十
一
日
は 

 
 

 

衣
替
え
移
行
期
間
と
な
り
ま
す 

十
二
月 

 

一
日 

 
 

芸
術
鑑
賞
会 

 

六
日 

 
 

体
育 

 

十
五
日 

 

博
物
館
・
社
会
科
見
学 

 

十
六
日 

 

公
開
授
業
日 

 

十
八
日 

 

公
開
授
業
日
代
休 

 

十
九
日 

 

大
掃
除 

 
 

 
 

 

パ
ソ
コ
ン
検
定(

放
課
後) 

 

二
十
日 

 

学
年
集
会 

 

二
十
一
日 

冬
季
休
業(

一
月
五
日
ま
で) 

行
事
予
定 

 

十
一
月 

 

八
日 

 
 

体
育 

 
二
十
一
日
・
二
十
二
日
・
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

文
化
祭
準
備
日 

 

二
十
五
日
・
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

文
化
祭 

 

二
十
七
日 
文
化
祭
片
付
け(

午
前) 

 

二
十
八
日
・
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

文
化
祭
代
休 



 

漢
字
検
定
合
格
者 

 
一
年
一
組 

 

阿
部 
隼
万 

 
 

  

大
津 

陽
幸 

 
   

 

工
藤 

航
太
郎 

 
  

久
保 

洸
二
朗 

 

小
鷹
狩 

彩
芽 

 
  

齋
藤 

志
帆 

 

坂
尾 

仁
朗 

 
 

  
藤
本 

修
輔 

 

一
年
二
組 

 

秋
元 

天
成 

 
 

  

大
野 
真
輝 

 

岡
野 

堅 
 

 
 

  

厳 

太
那 

 

黒
田 

穂
乃
佳 

 
  

河
野 

美
樹
子 

 

小
松 

史
琉
々 

 
  

須
賀 

裕
平 

 

中
村 

優
利 

 
 

  

林 

龍
之
介 

 

フ
ラ
ン
シ
ス 

海
偉      

吉
澤 

柊
人 

 

一
年
三
組 

 

石
田 

龍
生 

 
 

  

押
切 

大
空 

 

鬼
頭 

飛
悠 

 
 

  

佐
賀 

琉
輝 

 

榊
原 

輝 
 

 
   

澤 

唯
人 

    

ス
テ
ン
バ
ー
グ 

叶
夢  

半
田 

太
陽 

 

孫
田 

和
季 

 

一
年
四
組 

 

笠
原 

知
香 

 
  

川
地 

健
友 

 

齊
藤 

晃
大 

 
 

  

福
田 

静
流 

 

本
郷 

み
の
り 

 
  

山
本 

藍
葉 

 

二
年
一
組 

 

昆 

美
代
子 

 
 

  

十
河 

憩 

 

竹
内 

悠
宇
飛 

 
  

中
山 

優 

 

富
士
原 

友
樹 

 
  

待
鳥 

正
剛 

 

梁
瀬 

志
麻 

二
年
二
組 

 

西
山 

夏
央 

 
 

  

笠 

馨
太 

 

二
年
三
組 

 

菊
池 

陸
斗 

 
 

  

中
島 

悠
吾 

 

平
林 

純
弥 

 
 

  

三
木 

康
太
郎 

 

二
年
四
組 

 

中
村 

日
香
理 

 
  

山
口 

愛
姫 

 

山
口 

禮 

 

三
年
一
組 

 
石
川 

大
貴 

 
 

  

陳 

妍 

 

三
年
二
組 

 

野
間 
す
ば
る 

 
  

藤
峰 

美
鈴 

 

三
年
三
組 

 

仲
山 

智
也 

 

三
年
四
組 

 

磯
貝 

光
希 

 
 

  

行
田 

薫 

 

杉
本 

若
奈 

 
 

  

鈴
木 

璃
杏 

 

溪 

康
助 

 
 

 
  

鶴
岡 

航
大 

 

平
岩 

望
夢 

 
 

  

福
原 

美
心 

 

真
柄 

光
大
郎 

    

英
語
検
定
合
格
者 

 

一
年
一
組 

 

大
津 

陽
幸 
 

  

久
保 

洸
二
朗 

 

齋
藤 

志
帆 

 
  

筒
井 

駿
也 

 

松
井 

啓
泰 

 

一
年
二
組 

 

岡
﨑 

萌
音 

 
  

厳 

太
那 

 

林 

龍
之
介 

 
  

フ
ラ
ン
シ
ス 

海
偉 

 

宮
井 

勇
多 

 

一
年
三
組 

 

新
井 

開
翔 

 

二
年
一
組 

 

小
澤 

友
輝 

 
  

小
野
澤 

柊
子 

 

川
﨑 

涼
雅 

 
  

昆 

美
代
子 

 

柴
田 

敏
光 

 
  

清
水 

健
一
郎 

 

竹
内 

悠
宇
飛 

  

梁
瀬 

志
麻 

 

山
田 

煌
大 

  
 

二
年
二
組 

 

大
葉 

秀 
 

 
  

小
澤 

駿
二 

 

鈴
木 

登
己 

 

二
年
三
組 

 

三
木 

康
太
郎 

  

村
田 

晴
哉 

 

二
年
四
組 

 

稲
田 

真 

 

三
年
三
組 

 

八
尾 

龍
暉 

   

一
年
二
組 

 

岡
﨑 

萌
音 

   

一
年
二
組 

 

小
松 

史
琉
々 

 

三
年
二
組 

 

髙
島 

和
実 

 
  

藤
峰 

美
鈴 

 

三
年
三
組 

 

小
西 

優
輝 

 

三
年
四
組 

 

磯
貝 

光
希 

 
  

寺
川 

楠 

 

毛
筆
書
写
検
定
合
格
者 

硬
筆
書
写
検
定
合
格
者 



 

 
 

 

一
年
一
組 

 

久
保 
洸
二
朗 

 

一
年
二
組 

 

秋
元 

天
成 

 
  

厳 

太
那 

 

千
葉 

幸
作 

 
  

松
雪 

旺
介 

 

一
年
三
組 

 

佐
賀 

琉
輝 

 
  

福
島 
陽
向 

 

二
年
一
組 

 

大
西 

遙 
 

 
  

柴
田 

敏
光 

 

二
年
二
組 

 

江
口 

優
羽 

 
  

小
森 

愛
友 

 

鈴
木 

優
希 

 
  

宮
前 

航 

 

笠 

馨
太 

 

二
年
四
組 

 

國
谷 

光
星 

 

三
年
三
組 

 

田
中 

良
樹 

パ
ソ
コ
ン
検
定
合
格
者 

部
活
動
報
告 

今
年
度
行
わ
れ
た
運
動
部
の
試
合
の
結

果
で
す
。
今
後
と
も
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭

で
は
、
文
化
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
部
活
動
か

ら
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
！ 

 
 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

第
十
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

 
 

男
子
の
部 

準
優
勝 

  
第
十
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

 
 

混
合
の
部 

第
三
位 

       

フ
ッ
ト
サ
ル
部 

 

第
三
十
七
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

 
 

 

Ａ
チ
ー
ム 

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
賞 

     

野
球
部 

 

第
三
十
五
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

軟
式
野
球
大
会 

優
勝 

  

第
三
十
六
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

軟
式
野
球
大
会 

準
優
勝 

       

卓
球
部 

 

第
二
十
三
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

卓
球
大
会 

個
人
戦 

準
優
勝 

 
 

 
 

 
 

二
年
四
組 

山
口 

愛
姫 

  

第
二
十
三
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

卓
球
大
会 

個
人
戦 

第
三
位 

 
 

 
 

 
 

三
年
一
組 

須
田 

絢
音 

  

第
五
十
六
回 

 
 

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制 

 
 

 
 

卓
球
大
会(

個
人
戦) 

出
場 

 
 

 
 

 
 

一
年
四
組 

笠
原 

知
香 

   

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動 

本
校
は
、
都
内
で
約
五
百
校
が
加
盟
し

て
い
る
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
一
員
で

す
。
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関

心
の
あ
る
生
徒
が
夏
休
み
を
活
用
し
、
日

本
赤
十
字
社
や
新
宿
区
社
会
福
祉
協
議
会

よ
り
紹
介
さ
れ
た
施
設
で
幅
広
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
た
生
徒
の
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。
後
期
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

せ
ら
び
新
宿
老
人
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
  

三
年
二
組 

上
野 

帆
乃
夏 

  

今
回
、
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
と
話
す
こ

と
の
大
切
さ
で
す
。
私
は
有
料
の
老
人

ホ
ー
ム
に
伺
い
、
利
用
者
の
方
と
手
遊
び

や
ジ
ェ
ン
ガ
な
ど
を
し
ま
し
た
。 

 

老
人
ホ
ー
ム
と
言
う
と
、
想
像
し
て
い

た
感
じ
で
は
、
利
用
者
の
方
の
対
応
が
本

当
に
大
変
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
介
護
士
さ
ん
を
は
じ
め
施
設
の
皆
さ

ん
が
と
て
も
優
し
か
っ
た
で
す
。 

 

利
用
者
の
方
と
一
緒
に
ジ
ェ
ン
ガ
で
遊

ん
だ
り
、
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
身
の
お
友
達
や
介
護
士
さ
ん
の

名
前
を
教
え
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
会
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
と
て
も
有
意

義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
も
人
と

の
会
話
を
大
切
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
い
で
す
。 



 

コ
ラ
ム
リ
レ
ー 

「
高
校
時
代
の
思
い
出 

」 

 
 

 
 

 
 

入
学
相
談
室 

梶
本 

光
洋 

 
 

 

三
十
五
年
ほ
ど
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
く
高
校
生
で
し

た
。
高
校
時
代
は
野
球
部
に
入
部
し
、
二
年

生
の
春
に
は
甲
子
園
に
も
出
場
し
、
良
い
思

い
出
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
私
の
場
合
は
守
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
限
ら
れ
て
お
り
、
最
初
は
捕
手
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
同
期
の
競
争
相
手
が
部
の
キ
ャ

プ
テ
ン
に
な
り
、
私
は
他
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

変
更
さ
れ
て
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。
途

中
、
部
を
退
部
し
た
い
と
考
え
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
同
期
の
四
番
を
打
っ
て
い
た

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
、
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
励
ま

さ
れ
、
何
と
か
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
の
大
会
、
最
終
打
者
と
し

て
凡
退
し
、
引
退
が
決
ま
っ
た
後
、
四
番
打

者
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら

「
最
後
ま
で
よ
く
頑
張
っ
た
な
。
」
と
い
う

言
葉
を
も
ら
い
、
「
最
後
ま
で
続
け
て
こ
れ

て
良
か
っ
た
。
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
涙
が

出
ま
し
た
。 

 

高
校
時
代
の
野
球
部
の
経
験
が
活
か
さ

れ
、
今
日
の
私
が
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
始
め
た
か
ら
に
は
何
事
も

最
後
ま
で
続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

      

二
葉
南
元
保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

  
 

 
 

三
年
一
組 
阿
澄 

一
太 

 
 

 

私
は
七
月
に
保
育
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
、
園
児

の
見
守
り
で
し
た
。
園
児
と
一
緒
に
遊

び
、
お
も
ち
ゃ
の
後
片
付
け
、
机
や
椅
子

の
掃
除
な
ど
を
し
ま
し
た
。
園
児
は
と
て

も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
が
、
や
は
り
責
任

あ
る
仕
事
な
の
で
、
保
育
の
大
変
な
面
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
職
員
の
方
が
園
児
と
の
接
し
方
や

仕
事
の
内
容
を
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
強
く
感
じ
た
の

が
、
色
々
な
年
代
の
人
と
関
わ
る
こ
と
の

大
切
さ
で
す
。 

 

保
育
園
の
仕
事
は
、
園
児
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
の
方
、
職
員
、
地
域
の
方
と

関
わ
り
ま
す
。
自
分
と
同
世
代
の
人
と
接

す
る
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

   

、 新
任
の
先
生
か
ら 

 
 

 
 

    

三
学
年
副
担
任 

阿
部 

咲
恵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

教
科 

国
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

部
活
動 

写
真
部 

  

六
月
よ
り
東
京
文
理
学
院
に
参
り
ま
し

た
、
阿
部
咲
恵
と
申
し
ま
す
。
教
壇
に
立
つ

の
は
初
め
て
の
経
験
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
が
元
気
な
挨
拶
を
く
れ
た
こ

と
、
明
る
く
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
そ

ん
な
気
持
ち
は
こ
れ
か
ら
の
時
間
へ
の
楽
し

み
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
授
業
を

目
指
し
て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
共
に
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
自
身
が
高
校
生
の
時
に
は
部
活
で
ア
ニ

メ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、
趣
味
で
小
説

を
書
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
力
を
伝
え

ら
れ
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
パ
ワ
ー
を
知
識
や
経

験
と
し
て
返
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

三
年
一
組 

丹
伊
田 

一
輝 

  

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で
、
新
宿
区

の
二
葉
南
元
保
育
園
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
五
歳
児
に
付
き
添
い
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
の
前
に
園
児

た
ち
が
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
に
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
を
す
る
な
ど
、
感
染
症
対
策
も
し
っ

か
り
や
り
ま
し
た
。 

 

保
育
の
仕
事
を
経
験
し
て
み
て
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
り
、
園
児
の
成
長
に
関

わ
れ
る
素
晴
ら
し
い
職
業
だ
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、
園
児
一
人
ひ
と
り
を
細
か
く

見
守
り
、
安
心
し
て
保
育
園
の
生
活
を
送

ら
せ
る
こ
と
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
す

ご
く
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

ど
ん
な
仕
事
で
も
楽
し
い
部
分
も
あ
れ

ば
辛
い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
人

の
命
を
預
か
る
保
育
の
仕
事
に
は
強
い
責

任
感
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

 

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 


